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サーバーレスで 
クラウドの価値を最大限に
Serverless Operations はこれまでグローバルの第一線で
培ってきたクラウド技術、アマゾンウェブサービス
（AWS）の豊富な実績と知見を活かし、お客さまの
サーバーレスに関するさまざまな課題を解決しま
す。
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アジェンダ

負荷試験とは何か

注意事項

負荷試験ツールの紹介と活用

サーバーレスなワークロードに、なぜ負荷試験を行うのか

事例紹介



負荷試験とは？

特定の条件化でシステムやワークロードに擬似的な負荷を与えて処理能力を測定し、
実運用に耐えられるかどうかをリリース前に検証するテスト

広範囲で負荷試験と言っているが、目的と内容に応じて複数のアプローチがある

負荷（Load）テスト

ストレス（Stress）テスト、スパイク（Spike）テスト

耐久（Endurance/Soak）テスト



負荷試験とは？

高負荷状態での性能検証 
・応答時間（◯◯秒以内） 
・スループット（データ伝送量等）

時間

要求



負荷試験とは？ システムが処理できる「限界」、 
想定を超えた負荷が来た場合の検証

時間

要求



負荷試験とは？ 要求が「短時間」で、 
「急激に」増加する場合の検証

時間

要求



負荷試験とは？

時間

要求

長期間の稼働でも、安定した 
性能や接続が維持できるか検証



なぜ負荷試験を行うのか

一般的に負荷試験を行う理由

サーバーレスで負荷試験を行う必要があるだろうか？

システム・アーキテクチャの限界

本番を迎えるための予行練習

トラフィックが大きなワークロードの検証



サーバーレスで負荷試験を行う理由１：コスト

サーバーレスアーキテクチャの料金構成は実行単位での従量課金制

計算が複雑で、コストの予測や見積が難しい



コスト配分タグを設定して負荷試験を実施、コストを発生させる

1日の費用

1ヶ月の費用

1日程度経過すれば、AWS Cost Explorer からコスト配分タグでフィルタリングできる

かけた負荷と同じ量のトラフィックが常時発生している場合のコストが正確にわかる

「pay-as-you-go」 
使用量に応じて変動する特性を
利用して予測する



サーバーレスで負荷試験を行う理由２：上限緩和申請を行うときの検証

AWSを含め、クラウドのサービスには利用量の上限や制限が設けられている

上限緩和申請を行って増やすことができるとしたら、何のサービスの、どの制限を、 
どこまで伸ばせば良いだろうか？

Amazon DynamoDBのサービスクオータの例 複雑化した構成の例



ボトルネックや気づきにくい問題点を早期発見

構成要素が増えて複雑化する
ほど、弱点やボトルネックに
気づきにくい IoT Device AWS IoT Rule

Amazon SQS

AWS Lambda

Amazon S3

Amazon DynamoDB

AWS IoT 
Device Shadow

AWS AppSyncWeb 
Dashboard

個別サービスの制限事項をす
べて事前に把握して対応する
ことは、現実的に難しい

AWS Lambda

AWS Lambda



ボトルネックや気づきにくい問題点を早期発見

負荷をかけてみて、制限に
引っかかる部分をリリース前
に気づいて対応できる IoT Device

SQS Lambda

Lambda

Web 
Dashboard

サービス上限緩和申請を行う
ときの説明と、上限緩和を説
明する理由を具体的なデータ
に基づいて説明することがで
きる

429 
TOO_MANY_REQUESTS

AWS IoT Rule
AWS Lambda

Amazon S3

Amazon DynamoDB

AWS IoT 
Device Shadow

AWS AppSync



ボトルネックや気づきにくい問題点を早期発見

負荷をかけてみて、制限に
引っかかる部分をリリース前
に気づいて対応できる IoT Device IoT Rule

SQS

Lambda

Lambda

Lambda

Web 
Dashboard

サービス上限緩和申請を行う
ときの説明と、上限緩和を説
明する理由を具体的なデータ
に基づいて説明することがで
きる

Amazon S3

Amazon DynamoDB

AWS IoT 
Device Shadow

AWS AppSync



サーバーレスで負荷試験を行う理由３：最適化とチューニング

同じ構成でも、たとえば AWS Lambda の起動に関しても細かく設定が行える

最適なパフォーマンスを実現するために、負荷試験結果を見てチューニングを行うことがおすすめ

AWS Lambda

AWS Lambda

AWS Lambda

Amazon SQS



負荷試験の結果から最適化を行うための手段を考える

コールドスタートの時間が関係することもあるので、複数回実施して確認する

リリース直後にスパイク時のパフォーマンスを安定させたい場合 
Provisioned Concurrency の設定も検討する



負荷試験ツールの選定

Apache JMeter

LOCUST

Serverless-artillery

Distributed Load Testing on AWS



負荷試験ツールの基本的な構成

Master / Controller Workers

Target



Distributed Load Testing on AWS

サーバーレス構成で、AWS公式サイトから
AWS CloudFormationテンプレートを展開
してすぐ構築できる

操作のための Web UI とAWS Fargateのテ
ストワーカーで構成されている

公式の説明が手厚く、JMeterで作成した
シナリオを流用できるので利用しやすい



Distributed Load Testing on AWS

シナリオタイプの選択項目 
 - Single HTTP Endpoint 
 - JMeter

Ramp-Up や負荷持続時間、 
同時実行数等の設定を行う



Distributed Load Testing on AWS

JMeter で作成したシナリオをアップ
ロードして利用することも可能



Distributed Load Testing on AWS
テスト結果のサマリーとRPSなどが
Web UIからすぐ確認できる



注意事項

一般的な検証では、いきなり大量の負荷をかけない 
（100, 1000, 10000 というように少しずつ増やしながら検証）

ログやトレーシング等は、負荷試験により料金が増える可能性がある点 
特にログに関しては、'ERROR' レベルにするなどの工夫を行う

連携システムに影響を与えるような場合は、事前にモック化するなどの対応が必要

負荷試験 
ツール

開発中の 
システム

社内システムや外部SaaSなど



注意事項

AWSの例ではネットワーク観点などで事前申請が必要なケースがあるため、 
事前にドキュメントを読んで内容を確認しておく

https://aws.amazon.com/jp/ec2/testing/?nc1=h_ls



事例：動画配信サービスでの人気番組の新作配信

外注なく内製開発でフルサーバーレス
構成のサービスを展開、運用中

人気番組の新作配信が開始する時刻が予定
され、告知されている

公開時間に合わせて 5,000 TPS までの 
負荷に耐えることが要件



直面していた技術課題

複雑かつサイズの大きい番組情報データを
読み込むのに、AWS AppSyncとAmazon 
DynamoDBに想定以上の負担がかかって
いた状態

負荷試験を実施して、AWS AppSync
リゾルバーのTokenConsumedと
Amazon DynamoDBのホットパーティ
ショニング問題があることを確認



問題解決のための構成検討

キャッシュを導入してAWS内の負荷を軽減さ
せ、AWS AppSyncのMerged APIを使って既存構
成の変更を最小限に抑える

さらにデータを圧縮・分割する仕組みを導入
し、AWS AppSyncとAmazon DynamoDBへの負
担が画期的に減らせたことを確認

別の機能でAWS AppSyncのTokenConsumedの
上限緩和は一応必要だったため、必要な量の
み申請して承認



配信スタート及び結果

テスト環境をセッティングして、AWS AppSync
のサービス上限緩和が完了した状態で負荷試験
を実施

要件となっていた5,000TPSのスパイク発生時で
もレイテンシーを維持しつつ耐えることを確認

新作配信開始後、想定した負荷に関する問題な
ど特に発生せず、スムーズかつ通常どおり動画
の視聴が可能



serverless.co.jp


